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終了報告

　近年のデータトラフィックの指数関数的増大を受け、大容量な光通信
システムが求められている。そこで以下の2つの光通信受信器の研究を
行った。
　垂直入射型コヒーレント受信器の提案を行い、デバイスの作製を行
なった。作製したデバイスを用いて通信実験を行い、その結果、
64GBaud-QPDK信号や50GBaud-16QAM信号の復調に成功した。作製
デバイスの広帯域を示すために様々な波長について12.5GBaud-QPSK
の通信実験を行った。その結果、1280nm~1630nmにおいて復調に成功
し、提案構成のブロードバンドな特性を示した。本成果は将来のデータ
センタ間やメトロネットワークにおけるPb/s級の超大容量な光通信に利
用できる。
　メタサーフェスを用いた垂直入射型のストークスベクトル受信器(SVR)
の提案を行った。SOQ基板上に設計したメタサーフェスを作製し、メタ
サーフェスの測定を行い、所望の特性が得られていることを確認した。
光通信応用に向けて、作製したメタサーフェス用いてセルフコヒーレント
方式による通信実験を実施した。その結果、50GBaud-QPSKや
20GBaud-16QAMの復調に成功した。提案デバイスは安価でコンパクト
でありながら大容量な光通信を実現できるので将来のデータセンタなど
の短距離光通信に利用できる。
　実証した二つの受信器は垂直入射型なのでスケーラブルな二次元ア
レイ化が可能であり、将来の超並列光通信において有用であると期待さ
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